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第11次苫小牧市交通安全計画（案）について【概要版】 

■第11次苫小牧市交通安全計画の策定にあたって 

１ 第 11次苫小牧市交通安全計画は、交通安全対策基本法（昭和 45年 6月 1日法律第 110号）

第18条第2項及び第26条第1項に基づき、「苫小牧市交通安全対策本部」が策定する。 

２ 本市では、昭和 46 年に「苫小牧市交通安全対策本部会議」を設置し、苫小牧市交通安全計

画を策定した。以後5年毎の更新を経て、今年度第11次苫小牧市交通安全計画を策定する。 

３ 国及び北海道の策定状況 

 ・ 第 11次交通安全基本計画（国）・・・令和3年 3月 29日決定 

 ・ 第 11次北海道交通安全計画  ・・・令和3年 7月 7日策定 

第１章 交通安全計画について（計画（案）P1～P2）

１ 計画の目的 

交通安全対策基本法に基づき人命尊重の理念のもと交通事故のない社会を目指して、総合的

な交通安全対策を推進し、市民の安全の確保を図ることを目的として策定する。 

２ 計画の期間 

2021(令和 3)年度から2025(令和 7）年度までの5年間。

３ 計画の位置付け 

「苫小牧市総合計画（第6次基本計画）」を上位計画とし、交通安全対策基本法第26条に基

づき市町村交通安全計画として策定する。 

第２章 交通事故等の現状（計画（案）P3～P14） 

１ 道路交通事故の現状と推移 

平成17年をピークに、事故発生件数・負傷者数は減少傾向となっている。死者数は、 

平成30年に過去最少4人となったが、平成20年以降、4人から9人で推移している。 

２ 第 10次計画期間中における交通事故発生状況 

（1）道路別交通事故発生状況 

計画の基本理念 

■交通事故のない社会を目指して 

■人優先の交通安全思想 

■高齢化が進展しても安全に移動できる社会の構築
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（2）第一当事者の「年齢別階層」交通事故発生状況 

（3）「類型別（人対車両）」交通事故発生状況 

３ 第 10次計画期間中における施策の取組について 

（1）通学路等の歩道における交通安全施設整備 

【交通安全施設整備の状況】 

（2）本市における信号機の設置状況      （3）交通安全思想の普及徹底 

【信号機等設置状況】            【交通安全教室の実施状況】 

（4）第10次計画期間中における施策の取組の総括

交通安全思想の普及啓発に努めたほか、交通環境の整備については、関係機関と連携しなが

ら、区画線の改良や注意喚起看板の設置、路面表示など道路交通環境の整備を実施してきた。 

今後においては、交通環境の整備と交通安全思想の浸透とともに、事故発生頻度の高い高齢

運転者に対する安全運転技術の向上、身体・判断能力の確認を支援する取組を重点的に進める

必要がある。 
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第３章 本計画における目標（計画（案）P15～P17）

１ 目標

計画における体系 

(1) 一般道路における交通事故死者数を、毎年3人以下にすることを目指すものとし、 

本目標達成後は、さらに死者数ゼロに近づけることを目指す。

(2) 交通事故の発生件数・負傷者数ともに第10次計画期間から 2割減少させる。 

【発生件数 2,214件→1,771件  負傷者数 2,556人→2,045人】
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第４章 交通安全施策（計画（案）P18～P37） 

(1) 生活道路等における人優先の安全・安心な歩行空間の整備 

(2) 交通安全施設等整備事業の推進 

(3) 効果的な交通規制の推進 

(4) 災害に備えた道路交通環境の整備 

(5) 総合的な駐車対策の推進 

(6) 冬季道路交通環境の整備 

■具体的な取組

【交通安全施設整備の目標】   【信号機等設置目標】

(1) 段階的かつ体系的な交通安全教育の推進 

(2) 効果的な交通安全教育の推進 

(3) 交通安全に関する普及啓発活動の推進 

(4) 交通の安全に関する民間団体等の主体的活動の推進 

(5) 市民の参加・協働の推進 

■具体的な取組 

【交通安全教室の実施目標】      【交通安全教育の実施目標】

【交通安全用品の配布目標】       【飲酒運転根絶見廻り街頭啓発】

【自転車教室等実施目標】

１ 道路交通環境の整備 

2 交通安全思想の普及徹底 
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(1) 運転者教育の充実 

(2) 子どもや高齢者等に対する保護意識の向上 

(3) 企業・事業所等の自主的な安全運転管理対策の推進等 

■具体的な取組

【交通安全教育の実施目標（再掲）】    【交通安全用品の配布目標（再掲）】

(1) 交通事故相談業務の充実 

(1) 先進安全自動車（ASV）の普及促進 

(2) 高齢運転者による事故が相次いで発生している状況を踏まえた安全対策の推進 

(3) 自転車の安全性の確保 

■具体的な取組 

【苫小牧市高齢者安全運転支援装置設置補助事業】 【自転車教室等実施目標（再掲）】

(1) 救助体制の整備・拡充 

(2) 多数傷者発生時における救助・救急体制の充実 

(3) 自動体外式除細動器の使用も含めた心肺蘇生法等の応急手当の普及啓発活動の推進 

(4) ドクターヘリ事業の推進

3 安全運転の確保 

4 車両の安全性の確保 

5 救助・救急活動の充実 

6 交通事故被害者支援の充実 
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第５章 計画の推進体制と管理（計画（案）P38）

１ 計画の推進体制 

市民生活部が庁内関係部局との連携を図るとともに、全庁的な連絡調整を担い、必要に応

じて関係部局と連携し取組を進めるとともに、「苫小牧市交通安全推進委員会」が計画に基づ

く施策や地域活動を総合的に推進する。 

２ 庁内組織の連携強化 

本計画の推進並びに多岐に渡る交通安全施策の継続的な取組及び情報共有・意見交換の場と

して、「交通安全対策庁内連絡会議」を組織し、一層の連携強化を図る。 

３ 計画の進捗管理 

「苫小牧市交通安全推進委員会」において、計画に基づく施策の進捗状況について検証評価

を実施し、新たな施策や計画の見直しの必要性についても議論する。 

■策定スケジュール 

令和 3 年 11 月 苫小牧市交通安全対策本部において「本計画（案）」を承認

令和 3 年 12 月 市議会へ「本計画（案）」の内容説明

令和 3 年 12 月

~令和 4 年 1 月
パブリックコメントの実施

令和 4 年 2 月 苫小牧市交通安全対策本部会議の開催

令和 4 年 3 月 市議会へ報告


